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参考資料編 
 

参考資料１：須賀川市総合交通活性化協議会の開催概要 

 

協議会 日時 議題 

第１回 2018年５月 18日（金） 

午後２時 00分～ 

・須賀川市内東西循環バスの実績報告について 

・須賀川市乗合タクシーの実績報告について 

・地域公共交通確保維持改善事業に関する二次評価結

果について 

・須賀川市総合交通活性化協議会規約の一部を改正す

る規約（案） 

・須賀川市地域公共交通網形成計画策定事業について 

・生活交通確保維持改善計画（案）について 

第２回 2018年 12月 27日（木） 

午後１時 30分～ 

・須賀川市地域公共交通網形成計画策定事業中間報告

について 

・地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価に

ついて 

第３回 2019年２月 14日（木） 

午前 10時 30分～ 

・須賀川市地域公共交通網形成計画（案）について 

第４回 2019年３月 20日（水） 

午前 10時 45分～ 

・須賀川市地域公共交通網形成計画案に係るパブリッ

クコメントの実施結果報告について 

・須賀川市地域公共交通網形成計画（案） 
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参考資料２：用語集  

用語 説明 

数字 250ｍメッシュ 緯度・経度に基づき、地域を隙間なく 250ｍ四方の網の目（メッシュ）の

区域に分け、その区域の人口（本計画中では平成 27 年 10 月 1現在の国勢

調査結果）を区分ごとに色分けしたもの。 

か行 観光タクシー 主に複数の観光地を周遊するため、タクシーを貸し切りで利用できるサ

ービス。運行事業者によって周遊する観光地やサービスが異なり、タクシ

ーの乗務員が観光名所のガイドを実施する場合もある。１キロ：○円の距

離制ではなく、30分、１時間：○円など時間制の運賃形態が多い。 

さ行 サイクル＆バス 

ライド 

公共交通機関の利用促進策の一つで、出発地点（自宅等）からバス停付

近の駐輪場まで自転車で行き、そこからバスに乗り換えて目的地に向かう

こと。 

シェアリングエコ

ノミー 

個人等が保有する活用可能な資産等を、インターネット上で必要とする

個人や団体と繋ぎ、他の個人や団体も利用可能とする経済活性化活動。活

用可能な資産には、土地、建物、物（自動車、自転車）の有形資産のほか、

技術（車両の運転）や時間といった無形のものも含まれる。 

た行 地域公共交通網形

成計画 

 網形成計画は、「地域にとって望ましい公共交通網のすがた」を明らか

にする「マスタープラン（ビジョン＋事業体系を記載するもの）」として

の役割を果たすものである。活性化再生法に規定する規定する基本方針に

基づき、地方公共団体が協議会を開催しつつ、交通事業者等との協議の上

で策定するものので、まちづくりと連携し、かつ面的な公共交通ネットワ

ークを再構築するために実施する事業について記載する。 

地域公共交通再編

実施計画 

 「マスタープラン（＝網形成計画）」を実現するための実施計画の一つ

である。網形成計画において、地域公共交通特定事業のうち、「地域公共

交通再編事業」に関する事項を記載した場合、同事業の実施計画である「地

域公共交通再編実施計画」を作成することができる。この計画は、地方公

共団体が事業者等の同意にもとに作成する。 

 地域公共交通再編事業を活用する場合には、再編実施計画の認定を受け

ることにより、手続きのワンストップ化、少量貨物の特例、計画を阻害す

る行為の防止、サービスの持続的な提供といった特例制度や、国による財

政支援の特例等を活用することができる。 

デマンド型交通 正式には DRT（Demand Responsive Transport:需要応答型交通システム）

と呼ばれ、事前予約により運行する。 

路線バスのように固定のダイヤ、固定の経路を予約があった時だけ運行

する形態や、タクシーのように利用者を迎えに行き、目的地まで輸送する

運行形態など、方式やダイヤ設定、さらには発着地の自由度の組み合わせ

により、多様な運行方式が存在する。 

ドア・ツー・ドア 主に、乗り継ぎせず１つの交通手段のみで、出発地点のドア（家）から

目的地点のドアまでの移動すること。 

な行 乗合タクシー 一般的に 11人未満の車両で、個人又は団体が車両を貸しきって利用する

一般的なタクシー（乗用旅客自動車運送事業）と異なり、運行する時間と

経路をあらかじめ定め、不特定多数の人を輸送する運行形態（乗合旅客自

動車運送事業。バスと同じ事業区分）。 

運行時間、経路の定め方には、定時定路線型（バスと同じ）、区域運行・

デマンド型（定められた地域内で事前予約した人に応じて時間、経路を決

定）などの形態がある。 
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用語 説明 

NORUCA（ノルカ）  乗降時にカードリーダーに軽くタッチするだけで、整理券を使わずに自

動的に運賃を精算する福島交通㈱専用のＩＣカード。 

ノンステップバス 床面を低くして、乗降ステップをなくし、高齢者や子どもにも乗り降り

が容易なバス。補助スロープやニーリング装置（床面を更に下げる装置）

により、車いすに乗ったままでの乗降できる。 

は行 バス・鉄道利用促

進デー 

 福島県では毎月１日、11日、21日を「バス・鉄道利用促進デー」とし、

マイカー利用を自粛し、バス・鉄道の利用を促進する取組みを行っている。

「バス・鉄道利用促進デー」に限り、バス・鉄道が利用できる特典があり、

福島交通㈱では「ちょこっとエコ回数券」（プレミア率 40％）が利用促進

デーに限り利用可能。 

バリアフリー 高齢者・障がい者等が社会生活を営む上での物理的、社会的、制度的、

心理的及び情報面での障害を除去するという考え方。公共交通機関のバリ

アフリーとは、高齢者・障がい者等が公共交通機関を円滑に利用できるよ

うにすること。 

ＰＤＣＡサイクル 事業活動における生産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進める手

法の一つ。Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改善）の４

段階を繰り返すことによって、業務を継続的に改善する仕組み。 

福島空港ファンク

ラブ 

福島空港を身近な空港として応援して頂くとともに、自然や文化など福

島県が有する魅力を広く県内外に発信していくことを目的としたファンク

ラブで、会員登録及び年会費は無料。会員にはメールマガジンを配信。 

協賛店で、福島空港ファンクラブ会員証を提示頂くと、店舗・施設のお

得なサービスを受けられる。 

ま行 モビリティマネジ

メント 

地域や都市を、「過度に自動車に頼る状態」から、「公共交通や徒歩な

どを含めた多様な交通手段を適度に（＝かしこく）利用する状態」へと少

しずつ変えていく一連の取り組み。 

環境や健康などに配慮した交通行動を、大規模、かつ、個別的に呼びか

けていくコミュニケーション施策を中心として、住民や職場組織等に働き

かけ、自発的な行動の転換を促していく点が特徴。 

や行 ユニバーサルデザ

インタクシー 

健康な方はもちろん、足腰の弱い高齢者、車いす使用者、ベビーカー利

用の親子連れ、妊娠中の方など、誰もが利用しやすい新しいタクシー車両。

ユニバーサル（Universal）デザイン（Design）の頭文字をとって、ＵＤタ

クシーとも標記される。 
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